
第 7 章  結 論

本 研究 で は、 マイ コ ン制 御 によ るモ ー タ・コ ン トロー ラお よ びデ ー タ計測 ・表 示 シス

テ ムの設 計 ・製 作 、バ ッテ リの残 存 容 量 を把 握 す るための性 能 試 験 、 これ らの有 効 性

を確認 す るため の海 上 自走試験 を行 い、 自動航行 シス テムを構 築 す る こ とで競 技用 ソ

ー ラー ボー トにお け るエ ネルギ の有効 利用方 法 を提言 した。

エ ネル ギ使用 量 を制 限 しな けれ ば、 ソー ラー ボー トはい くらで も速 く、長 時間を航

行 で き る。 しか し、競技 用 ソー ラー ボー トは使 用 で き るエネル ギ に限 りが あ り、 その

容 量 は非常 に小 さい。 その ため、 自動 航行 システ ムを有意義 な もの にす るには、それ

を搭載 す るハ ー ド、す な わ ち、 ソー ラー ボー トの性 能 も非常 に重要 とな る。 ゴール デ

ンイー グル で は水 中翼 や二 重反 転 プ ロペ ラ機 構 等 を採 用 し、各 部 にお いて最適設計 を

行 い性 能 向上 を実現 で きた。

本研究 で得 られ た成 果 を要約す れ ば次 の とお りで あ る。

1, マ イ コ ン制 御 に よ るモ ー タ ・コ ン トロー ラを 開発 した こ とに よ り、多種 多様 な

試 験 の実施 が 可能 とな った。

2 . 定 電 力 制 御 に よ るバ ッテ リの控 能 試 験 を行 うこと に よ り、 J IS 記 載 方 法 で は

不 十分 な個 所 を補 足 した放 電特 性 を求 め る こ とが で き、バ ッテ リの残 存容 量 を正

確 に把 握 で きた。

3.  自動 航 行 シス テ ムを 開発 し海 上 自走 試 験 を行 う こ とに よ り、 安 定 した水 中翼

走 に必 要 な条 件 が 明 らか にな ったばか りで はな く、操 縦者 へ の 負担 の軽 減 、高 効

率化 に よ るエ ネル ギ の有効 利用 とい った様 々な利 点を得 る こ とが で き、 システ ム

の有効 性 を確 認 で きた。

ソー ラー ボー トは、 同 じ太 陽光 エ ネル ギを利 用 して い る ソー ラー カー に比べ ると全

くと言 って い い ほ どその研究 が され て いな い。 これ は ソー ラー ボー トを実 用化 して も

環境 問題 を改善す る効果 が少 な い、 あ るい は経 済 に対 す る利 益 が少 な い とみな され て

い るため と考 え られ る。 しか し、地球 の温 暖化 が急 激 に進行 し、 その対 策 が世界規 模

で 問題 視 され て い る今 日、人類 が有す るで き る限 りの技 術力 で その 問題 を改善す る必

要 があ る。来 た る 2 1 世 紀 、 ソー ラー ボー トが世 界 中の水 面 で活躍 す る ことを期待 す

る。
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